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「
引
札
」に
踊
る
異
国
の
象

　

幕
末
の
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三
月
、
江
戸
・

両
国
橋
の
西
詰
に
あ
る
広
小
路
で
興
行
さ
れ
た
「
象

の
見
世
物
」
を
伝
え
る
引
札
（
宣
伝
チ
ラ
シ
）
で
す
。

　

日
本
で
は
古
く
か
ら
珍
し
い
異
国
の
動
物
へ
の
関

心
が
高
く
、
江
戸
時
代
に
も
度
々
象
が
渡
来
し
て
は

人
々
を
沸
か
せ
て
き
ま
し
た
。
開
国
期
に
あ
た
る
こ

の
時
に
や
っ
て
き
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
イ
ン

ド
や
マ
ラ
ッ
カ
（
現
マ
レ
ー
シ
ア
）
か
ら
連
れ
て
き

た
三
歳
の
メ
ス
の
ア
ジ
ア
ゾ
ウ
で
す
。
当
時
の
人
々

に
と
っ
て
象
と
い
え
ば
仏
画
な
ど
の
「
白
象
」
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
た
め
、
実
物
の
黒
褐
色
の
巨
体

は
驚
き
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
、
江
戸
で
爆
発
的
な
人

気
を
博
し
ま
し
た
。

　

興
行
の
宣
伝
文
は
の
ち
に
『
安
愚
楽
鍋
』
を
著
す

小
説
家
・
仮
名
垣
魯
文
が
手
掛
け
、
絵
は
浮
世
絵
師

の
一
竜
斎
芳
豊
（
初
代 

歌
川
芳
豊
）
が
担
当
し
て

い
ま
す
。
異
国
情
緒
漂
う
建
物
を
背
景
に
、
大
き
な

耳
と
優
し
げ
な
目
を
し
た
象
の
姿
が
生
き
生
き
と
描

か
れ
て
お
り
、
江
戸
で
の
興
行
後
は
富
山
近
隣
の
金

沢
な
ど
全
国
各
地
を
巡
回
し
ま
し
た
。
本
作
は
、
開

国
期
に
お
け
る
海
外
文
化
や
珍
獣
に
対
す
る
人
々
の

熱
狂
的
な
好
奇
心
、
そ
し
て
見
世
物
文
化
の
隆
盛
を

今
に
伝
え
る
貴
重
な
歴
史
資
料
で
す
。
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令
和
七
年
度
に
、
当
館
発
刊
の
『
と
や
ま
の
歴
史 

改
訂
版
』
を
電
子
書
籍
化
し
、
富
山
県
公
文
書
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
搭
載
し
ま
し
た
。
従
来
の
書
籍
版

の
口
絵
に
新
た
に
カ
ラ
ー
頁
を
二
枚
加
え
、
巻
末
に

は
本
文
及
び
掲
載
図
版
の
名
称
に
つ
い
て
も
、
新
た

な
補
足
解
説
頁
を
加
え
ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
に
す
る
こ
と
に
よ
り
『
と
や
ま

の
歴
史　

改
訂
版
』
の
内
容
を
気
軽
に
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
拡
大
・

縮
小
し
て
表
示
閲
覧
が
可
能
に
な
る
他
、
目
次
か
ら

の
ペ
ー
ジ
移
動
や
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
る
移
動
、

メ
モ
貼
り
、
ペ
ン
書
き
な
ど
様
々
な
便
利
な
機
能
を

利
用
し
、
富
山
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
郷
土
学
習
を
は
じ
め
広
く
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
検
索
方
法
は
以
下

の
通
り
で
す
。

　

本
年
二
月
発
行
号
で
触
れ
ま
し
た
と

お
り
、
富
山
県
公
文
書
館
は
本
年
四
月

か
ら
開
館
四
十
年
目
に
入
っ
て
お
り
ま

す
。
あ
ら
た
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
収
蔵

文
書
に
対
す
る
累
計
約
七
万
件
の
閲
覧

や
ご
相
談
、
展
示
見
学
な
ど
を
含
め
累

計
十
四
万
人
超
の
ご
来
館
に
よ
る
当
館

の
ご
利
用
に
、
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
四
月
に
館
長
二
年
目
と

な
り
何
人
目
の
館
長
で
あ
っ
た
か
を
数

え
て
み
た
と
こ
ろ
、
二
十
三
人
目
で
し

た
。
歴
代
館
長
に
は
、
か
つ
て
同
じ
職

場
で
従
事
し
た
上
司
や
先
輩
の
お
名
前

も
あ
り
、
そ
の
中
に
は
公
文
書
館
長
へ

の
転
出
を
お
送
り
し
た
方
も
含
ま
れ
ま

す
。
そ
の
と
き
の
職
場
は
統
計
調
査
課

で
し
た
が
、
富
山
県
の
統
計
と
い
え
ば
、

そ
の
と
き
以
前
か
ら
、
統
計
の
普
及
啓

発
・
提
供
に
先
進
的
に
取
り
組
み
、
統

計
を
様
々
な
解
説
や
比
較
紹
介
を
あ
わ

せ
た
り
も
し
な
が
ら
、
冊
子
や
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
と
や
ま
統
計
ワ
ー
ル
ド
」

で
発
信
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
調
査

結
果
を
体
系
的
に
整
理
・
提
供
さ
れ
る

統
計
に
つ
い
て
、
当
時
、
総
務
省
統
計

局
の
研
修
を
受
講
し
、「
統
計
は
、
生
活

や
社
会
の
姿
を
映
し
出
す
鏡
」
と
学
ん

だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
統
計
も
、
歴
史

の
歩
み
を
記
録
と
い
う
形
で
世
代
を
超

え
て
受
け
継
ぎ
、
現
在
と
未
来
の
た
め

に
提
供
さ
れ
て
い
る
資
源
で
す
の
で
、

貴
重
な
ア
ー
カ
イ
ブ
で
す
。
な
お
、
当

館
の
閲
覧
対
象
に
も
統
計
関
係
は
多
数

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
統
計
研
修
で
学
ん
だ
内
容
に

は
、
現
在
の
公
文
書
館
業
務
に
関
係
す

る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
国
立
公
文
書

館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
同
館
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
で
閲
覧
で
き
る
国
の
統
計

機
構
に
関
す
る
歴
史
的
な
公
文
書
で
あ

る
「
参
議
大
隈
重
信
建
議
統
計
院
設
置

ノ
件
」
で
す
。
こ
の
建
議
は
、「
現
在

の
国
勢
を
詳
明
せ
ざ
れ
ば
政
府
則
ち
施

政
の
便
を
失
う
。
過
去
施
政
の
結
果
を

鑑
照
せ
ざ
れ
ば
政
府
其
政
策
の
利
弊
を

知
る
に
由
な
し
」
と
は
じ
ま
り
、
統
計

の
重
要
性
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

思
い
浮
か
べ
る
と
、
引
用
し
た
部
分
の

後
半
は
、富
山
県
公
文
書
館
条
例
の「
県

政
に
関
す
る
重
要
な
公
文
書
及
び
県
の

歴
史
に
関
す
る
文
書
を
保
存
し
、
及
び

そ
の
活
用
を
図
り
、
も
っ
て
県
政
及
び

県
の
歴
史
に
関
す
る
知
識
の
普
及
と
開

か
れ
た
県
政
の
推
進
に
資
す
る
」
と
の

当
館
設
置
目
的
に
通
ず
る
も
の
を
感
じ

ま
す
。

　

当
館
の
役
割
を
念
頭
に
置
き
、
引
き

続
き
、
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
多
く
の

皆
様
の
ご
来
館
や
富
山
県
公
文
書
館
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

に
よ
る
ご
利
用
を
、
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

館
長
　宮
脇
　健
一

館
長
　宮
脇
　健
一

館
長
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脇
　健
一

館
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脇
　健
一

館
長
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脇

　健
一

館
長

　宮
脇
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一

館
長
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脇
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一

館
長

　宮
脇

　健
一

思
い
浮
か
べ
る

　
　
　
　
　歴
史
的
な
公
文
書

県
公
文
書
館
の

　
　ご
紹
介
等
に
つ
い
て

電
子
書
籍
版
『
と
や
ま
の
歴
史

　改
訂
版
』
を

　
　
　
　当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
搭
載
し
ま
し
た
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五
月
二
十
一
日（
木
）、
富
山
県
歴
史

資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
（
富

史
料
協
）
の
総
会
が
当
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。総
会
に
は
、会
員
四
十
三
機
関
中
、

三
十
一
機
関
（
う
ち
、
オ
ン
ラ
イ
ン
七

機
関
）
計
三
十
三
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
長
の
宮
脇
健
一
富
山
県
公
文
書
館

長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
令
和
八
年
度
の

役
員
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

宮
脇
会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
議
事
に

移
り
、
議
案
第
一
号
令
和
七
年
度
事
業

報
告
、
議
案
第
二
号
令
和
七
年
度
収
支

決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
、
議
案
第
三

号
令
和
八
年
度
事
業
計
画（
案
）、
議
案

第
四
号
令
和
八
年
度
収
支
予
算（
案
）

が
審
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

十
一
月
二
十
六
日（
木
）
に
高
岡
市
立

博
物
館
主
幹
の
仁
ヶ
竹
亮
介
氏
に
よ
る

実
務
担
当
者
研
修
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
事
務
局
よ
り
会
員
機
関
に

案
内
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
参
加

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

長
野
県
立
歴
史
館
総
合
情
報
課
長

（
学
芸
員
・
認
証
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
）
の

村
石
正
行
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
公

共
財
と
し
て
の
公
文
書
館
」
と
題
し
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
21
世
紀
に
お
け
る
史
料
散
逸
の

危
機
的
現
状
に
つ
い
て
、「
私
文
書
」

で
あ
る
古
文
書
だ
け
で
な
く
戦
前
の

「
公
文
書
」ま
で
も
が
流
出
し
て
い
る

状
況
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
「
現

地
保
存
原
則
」の
考
え
方
の
も
と
で

「
個
」
や
「
家
」
で
保
存
管
理
さ
れ
て

き
た
史
料
が
所
蔵
者
の
代
替
わ
り
や
、

地
域
社
会
を
含
め
た
伝
来
史
料
へ
の
無

関
心
な
ど
に
よ
り
散
逸
し
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
民
主
主
義
の
根
幹
で
あ
る
行

政
文
書
ま
で
も
が
流
出
す
る
状
況
を
防

ぐ
た
め
に
も
公
共
財
と
し
て
の
「
公
文

書
館
」
の
必
要
性
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
続
い

た
史
誌
編
纂
、『
長
野
県
史
』・『
信
濃

史
料
』
刊
行
事
業
等
の
活
動
の
中
で
、

県
内
の
教
員
ら
が
史
料
を
収
集
・
保
存

活
動
す
る
た
め
の
「
史
料
の
番
人
」
と

し
て
活
動
し
、
地
域
資
料
に
目
配
り
の

で
き
る
人
材
の
育
成
、
後
進
へ
の
指
導

に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
史
料
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
の

人
材
育
成
の
大
切
さ
や
今
後
の
史
資
料

保
存
の
在
り
方
を
考
え
る
上
で
多
く
の

示
唆
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
貴
重
な
学

び
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

〈
会
員
の
感
想
よ
り（
抜
粋
）〉

〇
自
然
災
害
に
よ
る
資
料
消
失
だ
け
で

な
く
、
人
為
に
よ
る
散
逸
に
つ
い
て

の
実
例
を
聞
き
、
驚
き
ま
し
た
。
博

物
館
や
公
文
書
館
だ
け
で
な
く
、
地

域
住
民
自
身
の
史
資
料
保
存
へ
の
意

識
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

〇
電
子
決
裁
推
進
に
よ
る
行
政
文
書

（
紙
）の
削
減
に
つ
い
て
、
行
政
の
ス

リ
ム
化
を
推
進
す
る
こ
と
に
重
き
を

置
き
、
い
か
に
資
料
を
残
し
、
継
承

し
て
い
く
か
と
い
う
視
点
が
二
の
次

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
話
題
に
つ
い

て
共
感
で
き
る
内
容
で
あ
っ
た
。

〇
市
内
の
学
校
の
統
廃
合
が
進
む
中
、

過
去
の
資
料
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
継

承
し
て
い
く
か
、
議
論
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
が
多
分
に
あ
る
と
感

じ
た
。

〇
史
料
の
番
人
が
使
命
感
を
持
っ
て
、

現
地
ま
で
出
向
き
収
集
さ
れ
た
こ
と

が
、
多
く
の
貴
重
な
史
料
の
保
存
・

保
管
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
感
慨
深

く
感
じ
た
。

〇
史
誌
編
纂
に
つ
い
て
、
単
に
記
録
を

残
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
改

め
る
必
要
性
を
感
じ
た
。
今
後
も
断

続
的
に
地
域
史
に
関
す
る
編
纂
事
業

が
続
い
て
い
く
中
で
、
日
ご
ろ
か
ら

今
後
の
公
文
書
や
古
文
書
な
ど
の
地

域
史
料
に
関
す
る
管
理
に
つ
い
て
、

地
域
全
体
で
関
心
を
高
め
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
が
で

き
た
。

富
山
県
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　総
会
・
講
演
会
開
催

令
和
八
年
度
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《
第
一
回
　
五
月
二
十
八
日（
木
）》

　

城
端
蒔
絵
十
六
代 
小
原
治
五
右
衛

門
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
城
端
蒔
絵

450
年
︱
一
子
相
伝
の
技
と
心
︱
」
と
題

し
て
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

安
土
桃
山
時
代
の
天
正
三
年
（
一
五

七
五
）か
ら
四
五
〇
年
間
、
一
子
相
伝

で
城
端
蒔
絵
の
伝
統
と
技
術
を
継
承
さ

れ
る
小
原
治
五
右
衛
門
氏
の
系
譜
、
そ

の
創
作
活
動
や
作
品
、
城
端
蒔
絵
の
技

術
が
生
か
さ
れ
て
い
る
城
端
曳
山
祭
の

歴
史
と
魅
力
を
学
び
ま
し
た
。

　
「
城
端
塗
」「
治
五
右
衛
門
塗
」と
も
呼

ば
れ
る
城
端
蒔
絵
は
、
漆
で
文
様
を
描

き
、
そ
の
上
に
金
銀
の
粉
を
蒔
き
付
け

る
豪
奢
な
加
賀
蒔
絵
に
対
し
、
発
色
不

可
能
と
さ
れ
た
白
色
を
特
色
と
し
、
花

鳥
文
様
な
ど
を
生
態
そ
の
ま
ま
の
色
調

ぼ
か
し
で
表
現
す
る
彩
漆
蒔
絵
で
す
。

そ
の
技
術
が
一
子
相
伝
の
秘
法
と
し
て

今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
と

も
に
、
白
や
各
種
の
色
彩
を
用
い
て

四
季
や
日
本
の
美
を
感
じ
ら
れ
る
多
く

の
作
品
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、

伝
統
を
守
り
つ
つ
も
常
に
進
化
を
求
め
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
や
新
し
い
日
本
の

美
意
識
を
積
極
的
に
作
品
に
取
り
入
れ
、

制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
作
品
と
と
も

に
紹
介
さ
れ
、
大
変
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。

　

ま
た
、
歴
代
の
小
原
治
五
右
衛
門
が
、

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
に
重
要
無

形
文
化
財
、同
二
十
八
年（
二
〇
一
六
）

に
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
城
端
曳
山
祭
で
巡
行
す
る
曳

山
・
庵
屋
台
な
ど
の
制
作
・
保
存
修
復

に
深
く
関
わ
り
、
曳
山
の
精
緻
な
意
匠

と
卓
越
し
た
技
が
現
在
ま
で
大
切
に
受

け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

地
元
の
文
化
と
と
も
に
技
を
磨
き
、

そ
の
技
を
神
仏
に
捧
げ
て
き
た
歴
史
、

地
域
に
伝
わ
る
祭
り
の
良
さ
、
文
化
財

修
復
事
業
の
重
要
性
も
再
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
た
実
り
あ
る
講
演
と
な
り
ま

し
た
。

《
第
二
回
　
六
月
四
日（
木)

》

　

石
川
県
金
沢
城
調
査
研
究
所
主
任

主
事 

川
名
俊
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、

「
戦
国
時
代
の
越
中
と
能
登
畠
山
氏
」と

題
し
て
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

戦
国
時
代
の
越
中
に
は
越
後
の
上
杉

謙
信
が
出
兵
し
て
き
た
印
象
が
強
く
あ

り
ま
す
が
、
支
配
に
関
し
越
後
以
上
に

能
登
と
越
中
に
は
深
い
関
わ
り
が
あ
り
、

そ
の
事
情
の
中
、
畠
山
氏
、
神
保
氏
、

椎
名
氏
、
一
向
一
揆
、
長
尾
氏
（
上
杉

氏
）
の
諸
勢
力
が
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い

た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
越
中
守
護
畠
山
氏
の
政
長
・

義
就
の
家
督
争
い
か
ら
始
ま
っ
た
応
仁

の
乱
を
契
機
に
越
中
も
動
乱
時
代
に

入
っ
た
こ
と
を
、
一
四
九
三
年
の
明
応

の
政
変
に
よ
り
越
中
守
護
代
神
保
長な

が
の
ぶ誠

を
頼
っ
て
越
中
に
下
向
し
、「
越
中
公

方
」
と
呼
ば
れ
た
足
利
義よ

し

き材
の
盛
衰
か

ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
越
中
で
は
一
向
一
揆
の
蜂

起
や
守
護
代
の
神
保
・
椎
名
・
遊
佐
氏

が
対
立
す
る
中
、
能
登
畠
山
・
越
後
長

尾
両
氏
の
越
中
出
兵
を
経
て
、
畠
山
氏

と
長
尾
氏
に
よ
る
越
中
の
共
同
統
治
が

試
み
ら
れ
た
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
能

登
畠
山
氏
は
戦
乱
が
頻
発
す
る
越
中
の

和
睦
調
停
に
尽
力
し
た
「
見
守
り
人
」

の
よ
う
な
立
場
で
あ
っ
た
と
い
う
見
解

を
系
図
や
地
図
、
様
々
な
史
料
か
ら
解

説
さ
れ
、
歴
史
を
学
ぶ
上
で
異
な
る
立

場
の
史
料
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
能
登
ゆ
か
り
の
越
中
出
身

の
武
将
と
し
て
神
保
総ふ

さ
の
ぶ誠

、
八
代
俊
盛
、

神
保
長な

が
ず
み住
、
轡く

つ
わ
だ田
肥
後
、
唐か

ろ
う
ど人
親ち

か

広ひ
ろ

、

長な
が
さ
わ沢
光み

つ

国く
に

、
土ど

い肥
親ち

か

真ざ
ね

ら
を
紹
介
さ
れ
、

越
中
出
身
の
武
将
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
生

き
ざ
ま
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
、
貴
重

な
学
び
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

《
第
三
回
　
六
月
十
一
日（
木
）》

　

富
山
市
民
芸
館
館
長 

坂
森
幹
浩
氏

を
講
師
に
お
招
き
し
、「「
薬
都
」
と
は

何
か
？
︱
江
戸
時
代
の
産
業
都
市
「
富

山
」
の
あ
ゆ
み
︱
」
と
題
し
て
講
義
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
、
薬
の
配
置
行
商
は
富
山

以
外
に
も
近
江（
滋
賀
県
）・
大
和（
奈

良
県
）・
伊
佐（
山
口
県
）・
田
代（
佐
賀

県
）
な
ど
が
あ
る
中
、
薬
種
の
産
地
で

は
な
か
っ
た
富
山
の
町
が
「
薬
都
」
と

し
て
発
展
し
た
要
因
に
つ
い
て
、
富
山

売
薬
の
歴
史
や
富
山
の「
産
」「
官
」「
学
」

と
の
関
係
性
か
ら
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
日
本
一
の
売
薬
産
地
に
な
っ

た
富
山
の
競
争
力
の
源
泉
が
①
先
用
後

利
の
販
売
方
法
（
信
用
）、
②
名
薬
反

魂
丹
（
富
山
売
薬
の
看
板
商
品
）、
③

他
領
（
藩
）
へ
の
商
売
勝
手
次
第
と
い
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「
歴
史
講
座
―
富
山
の
あ
ゆ
み
を
学
ぶ
―
」
開
講

　当
館
で
は
毎
年
、
多
彩
な
講
師
陣
を
お
招
き
し
、
富
山
県
の
歴
史
に
関
す
る
史
資

料
な
ど
を
用
い
て
、
富
山
県
の
あ
ゆ
み
を
知
っ
て
い
た
だ
く
全
五
回
の
歴
史
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
対
面
講
座
（
受
講
定
員
五
十
名
）
と
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
を
実
施
し
ま
し
た
。
歴
史
講
座
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

川名俊氏（第２回）

城端蒔絵十六代
小原治五右衛門氏（第１回）



う
非
閉
鎖
性
、
④
越
中
富
山
は
日
本
の

真
ん
中
に
位
置
す
る
地
の
利
で
あ
っ
た

こ
と
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
売
薬
さ
ん
の
「
懸
場
帳
」

は
顧
客
、
在
庫
、
代
金
収
納
管
理
の
役

割
を
果
た
す
統
合
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

あ
り
、
売
薬
業
を
中
心
に
売
薬
問
屋
や

荒
物
屋
、
紙
商
や
版
元
な
ど
と
の
「
モ

ノ
」
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ

れ
製
販
一
体
の
経
営
形
態
で
あ
っ
た
こ

と
、
藩
が
「
仲
間
組
」
と
い
う
独
占
形

態
に
よ
り
保
護
・
統
制
し
て
い
た
こ
と
、

和
算
家
に
よ
る
丸
薬
製
造
具
（
下
枡
）

の
開
発
な
ど
、富
山
売
薬
が「
産
」「
官
」

「
学
」と
結
び
つ
い
て
発
展
し
た
こ
と
を

具
体
的
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時

代
の
産
業
都
市 

富
山 

と
売
薬
の
歴
史

を
、
現
代
の
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
や
経

済
概
念
と
関
連
付
け
て
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
有
意
義
な
講
演
で
し
た
。

《
第
四
回
　
六
月
十
八
日（
木
）》

　

越
中
史
壇
会
会
員 

松
島
吉
信
氏
を

講
師
に
お
招
き
し
、「
第
十
四
代
富
山

県
知
事
濱
田
恒
之
助
の
治
水
施
策
」
と

題
し
て
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

明
治
四
十
三
年（
一
九
一
〇
）～
大
正

四
年（
一
九
一
五
）の
五
年
間
、
第
十
四

代
富
山
県
知
事
と
し
て
赴
任
し
た
濱
田

恒
之
助
の
治
水
施
策
に
つ
い
て
、
著
書

『
経
世
小
策
』や
県
会
議
事
録
、
富
山
県

報
な
ど
の
記
録
か
ら
考
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
当
時
の
県
費
決
算
額
に
対
す

る
治
水
経
費
や
吏
員
の
採
用
人
数
割
合

を
詳
細
に
分
析
し
、
当
時
の
富
山
県
が

治
水
施
策
に
財
政
も
人
員
も
割
い
て
い

た
こ
と
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
富
山
県
史
』
な
ど
に
お
い
て
富
山

県
の
産
業
振
興
に
貢
献
し
た
「
産
業
知

事
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
濱
田
恒

之
助
は
、
県
内
で
水
害
被
害
が
発
生
す

る
た
び
に
現
地
を
巡
見
し
、『
経
世
小

策
』、「
大
正
二
年
十
二
月
臨
時
県
会
議

案
説
明
」、「
富
山
県
産
業
奨
励
方
針
」

に
お
い
て
強
固
な
築
堤
、
灌
漑
用
水
路

の
取
水
口
の
合
口
化
、
森
林
の
保
全
、

水
源
地
で
の
土
砂
崩
壊
の
防
止
な
ど
治

水
や
砂
防
に
対
す
る
提
言
を
積
極
的
に

述
べ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
濱
田

知
事
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
人
物
評
価

の
多
角
的
側
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

濱
田
知
事
が
新
た
な
県
づ
く
り
の
な

か
で
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
だ
治
水
事

業
の
足
跡
の
上
に
、
今
日
の
富
山
の
安

全
と
発
展
が
あ
る
こ
と
、
富
山
県
の
治

水
施
策
の
原
点
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

有
意
義
な
講
演
で
し
た
。

《
第
五
回 

六
月
二
十
五
日（
木
）》

　

日
本
地
名
研
究
所
理
事 

中
葉
博
文

氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
古
代
越
中

の
万
葉
地
名
︱
『
万
葉
集
』
に
見
え
る

尓
比
可
波
・
売
比
・
伊
美
豆
・
刀
奈
美
・

比
美
な
ど
︱
」
と
題
し
て
講
義
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
①
地
名
、
②
古

代
越
中
国
、
③
律
令
制
、
④
大
伴
家
持
、

⑤
越
中
万
葉
、
⑥
万
葉
地
名
と
そ
の
表

記
の
六
つ
を
挙
げ
、「
地
名
（
土
地
の

名
称
）
は
、
そ
の
地
名
が
経
て
き
た
歴

史
、
次
に
地
理
、
地
形
、
ま
た
過
去
を

語
る
。
我
々
に
失
わ
れ
た
自
然
を
も
教

え
て
く
れ
る
。
さ
ら
に
は
地
名
も
言
語

の
一
環
で
あ
り
、
古
地
名
は
古
語
を
物

語
る
。
特
に
改
変
さ
れ
ず
に
き
た
地
名

は
、
命
名
当
初
の
時
代
を
物
語
っ
て
い

る
。」
と
い
う
立
場
か
ら
古
代
越
中
の

万
葉
地
名
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
律
令
制
下
の
古
代
行
政
区
分

に
お
け
る
越
中
国
及
び
「
郡
」
の
領
域

の
変
遷
や
国
の
等
級
・
地
方
官
制
に
つ

い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、

『
万
葉
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
大
伴

家
持
の
歌
四
七
三
首
の
う
ち
多
く
は
、

越
中
国
守
と
し
て
赴
任
し
た
五
年
間
に

詠
ま
れ
て
お
り
、「
越
中
万
葉
」
は
家

持
の
歌
日
記
か
ら
編
纂
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
、
歌
人
・
官
人
と
し
て
の

家
持
に
と
っ
て
越
中
時
代
は
、
政
治
的

に
不
安
の
な
い
良
き
時
代
で
あ
っ
た
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
天
平
二
十
年
（
七
四
八
）
の
諸

郡
巡
行
で
家
持
は
尓
比
可
波
・
売
比
・

伊
美
豆
・
刀
奈
美
・
比
美
（
万
葉
仮
名

表
記
）
な
ど
の
地
名
を
含
む
歌
を
多
く

詠
み
ま
し
た
。
例
え
ば
「
射
水
川
」
は

小
矢
部
川
の
古
称
で
急
流
河
川
で
あ
っ

た
自
然
状
況
が
語
源
で
あ
る
可
能
性
や

「
川
・
河
」
に
泉
や
湧
き
水
、
池
な
ど

水
に
関
連
す
る
意
味
も
あ
る
と
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。「
野
」
も
野
原
だ
け
で
な

く
荒
野
や
緩
傾
斜
地
な
ど
自
然
地
形
に

基
づ
く
意
味
が
あ
り
、
実
際
に
高
岡
市

中
田
地
区
の
「
三
島
野
」
を
例
に
、
傾

斜
地
で
あ
る
こ
と
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
万
葉
集
』に
見
え
る
越
中
の
地
名
に

関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
、
古
代
越
中

の
多
く
の
万
葉
地
名
が
今
も
継
承
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
貴

重
な
講
演
と
な
り
ま
し
た
。
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坂森幹浩氏（第３回）

松島吉信氏（第４回）

中葉博文氏（第５回）



　

当
館
で
は
、
令
和
五
年
四
月
よ
り
、

「
富
山
県
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
」
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
一
般

公
開
し
て
い
ま
す
。
公
開
可
能
な
所
蔵

資
料
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
も
の
で

あ
り
、現
在
、
歴
史
文
書
（
寄
贈
・
寄

託
さ
れ
た
古
文
書
等
）、
地
方
自
治
法

施
行
前
公
文
書
（
い
わ
ゆ
る
戦
前
公
文

書
）、
富
山
県
報
（
明
治
二
十
二
年
〜

大
正
十
五
年
）、
富
山
県
史
、
刊
行
物
、

図
書
の
目
録
情
報
を
検
索
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
資
料
閲
覧
の
予
備
調
査
と

し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
だ
一
部
で

は
あ
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化

し
た
史
資
料
は
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
等
に

て
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
画
像

を
搭
載
し
た
史
資
料
に
つ
い
て
、
少
し

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

歴
史
文
書
で
は
、
寄
贈
さ
れ
た
古
文

書
の
デ
ジ
タ
ル
撮
影
・
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ

を
行
い
、
画
像
を
搭
載
し
て
い
ま
す
。

「IIIF

ビ
ュ
ー
ワ
」
ボ
タ
ン
が
表
示
さ

れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
史
資
料
の
高

精
細
画
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま

た
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
デ
ジ
タ

ル
化
し
た
画
像
も
順
次
搭
載
し
て
い
ま

す
。

　

地
方
自
治
法
施
行
前
公
文
書
も
、
企

画
展
で
展
示
し
た
も
の
を
中
心
に
画
像

を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

富
山
県
史
全
巻
分
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ

を
令
和
六
年
三
月
よ
り
公
開
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
に
は
、
索
引
を
の
ぞ
く
全

て
の
画
像
デ
ー
タ
に
ペ
ー
ジ
数
を
記
載

い
た
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　

刊
行
物
で
は
、
企
画
展
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
主
と
し
た
当
館
刊
行
物
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ

デ
ー
タ
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら

は
、
富
山
県
公
文
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
ま
す
。

　

本
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
、
史

資
料
の
目
録
情
報
を
検
索
で
き
る
ほ
か
、

「
展
示
会
」
機
能
を
用
い
て
史
資
料
の

紹
介
・
解
説
を
行
っ
て
い
ま
す
。
企
画

展
で
展
示
し
た
史
資
料
や
新
た
に
画
像

を
搭
載
し
た
史
資
料
等
、
テ
ー
マ
別
に

展
示
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
上
の
写
真

は
、
展
示
会「
県
民
ふ
る
さ
と
の
日
」の

画
面
で
す
。
明
治
十
六
年（
一
八
八
三
）

五
月
九
日
に
富
山
県
が
設
置
さ
れ
た
こ

と
を
記
念
し
、
五
月
九
日
は
「
県
民
ふ

る
さ
と
の
日
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
、
毎
年
五

月
中
に
「
県
民
ふ
る
さ
と
の
日
」
と
題

し
、
富
山
県
設
置
に
関
わ
る
史
資
料
を

紹
介
・
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
、
本
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
上
の
画
像
を
搭
載
し
た
史
資
料
に
つ

い
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
公
開
し
て

い
る
デ
ジ
タ
ル
画
像
等
は
、
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
と
し
て
自
由
に
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
本
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で

公
開
し
て
い
る
刊
行
物
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー

タ
に
掲
載
の
各
種
画
像
の
う
ち
、
当
館

所
蔵
の
も
の
に
つ
い
て
は
自
由
に
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
そ
の
他
の
画
像
二
次

利
用
条
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

富
山
県
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

 https://w
w
w
b1.m

usetheque.jp/
 toyam

a_pref_archives/

資
料
整
理
室
よ
り

富
山
県
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　

公
開
中
の
史
資
料
を
紹
介

富
山
県
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　

公
開
中
の
史
資
料
を
紹
介

富
山
県
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　

公
開
中
の
史
資
料
を
紹
介

富
山
県
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　

公
開
中
の
史
資
料
を
紹
介

富
山
県
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　

公
開
中
の
史
資
料
を
紹
介

昭
和
二
○
年
八
月
の
富
山
県
報

昭
和
二
○
年
八
月
の
富
山
県
報

昭
和
二
○
年
八
月
の
富
山
県
報

昭
和
二
○
年
八
月
の
富
山
県
報

昭
和
二
○
年
八
月
の
富
山
県
報
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終
戦
後
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総

司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
占
領
下
を
経
て
、

民
主
的
な
国
家
に
変
わ
り
ゆ
く
昭
和

二
十
～
三
十
年
代
の
様
子
を
、
行
政
・

生
活
・
教
育
の
面
な
ど
か
ら
紹
介
し
て

い
ま
す
。

◎
読
売
新
聞
社
が
発
刊
し
た
『
改
訂

版 

新
憲
法
読
本 

付 

改
正
付
属
法
の

解
説
』（
岩
田
家
文
書
／
当
館
蔵
）で
は
、

日
本
国
憲
法
は
封
建
制
度
を
排
除
し
、

国
民
主
権
、
戦
争
放
棄
（
平
和
主
義
）、

基
本
的
人
権
の
尊
重
が
明
記
さ
れ
、
国

民
の
権
利
と
義
務
を
規
定
し
た
こ
と
が

解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
英
文
と
和
文
で

並
記
さ
れ
た
「
経
済
安
定
九
原
則
」（
清

水
家
文
書
／
当
館
蔵
）
に
は
、
経
済
復

興
と
物
価
安
定
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た

行
政
機
関
の
一
つ
で
あ
る
「
富
山
地
方

経
済
調
査
廳
」
と
い
う
ゴ
ム
印
が
押
さ

れ
て
い
ま
す
。

◎
生
活
面
で
は
、
昭
和
二
十
二
年
に
発

刊
さ
れ
た
三
冊
の
本
を
展
示
し
て
い
ま

す
。『
燃
料
と
電
気
と
台
所
用
品 

工
夫

と
使
ひ
方
』（
木
倉
家
文
書
／
当
館
蔵
）

で
は
、
主
婦
で
も
簡
単
に
で
き
る
燃
料

の
節
約
方
法
に
つ
い
て
図
解
を
交
え
て

指
南
し
て
い
ま
す
。『
主
婦
の
た
め
の

調
理
の
科
学
』（
木
倉
家
文
書
／
当
館

蔵
）
で
は
、
科
学
と
関
連
さ
せ
な
が
ら

生
活
の
知
恵
を
提
案
し
て
お
り
、
茶
殻

や
野
草
の
食
し
方
の
提
案
な
ど
戦
後
直

後
の
物
資
や
配
給
不
足
を
乗
り
切
る
た

め
の
知
恵
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
「
明
る
い
生
活
」（
海
内
家
文
書
／
当

館
蔵
）
は
、
日
本
銀
行
内
に
設
置
さ
れ

た
貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
が
製
作
し
た

貯
蓄
を
奨
励
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
す
。

高
度
経
済
成
長
期
に
入
る
時
期
の
日
本

銀
行
の
方
針
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

☆
併
せ
て
常
設
展
「
富
山
県
の
成
立
」

と
共
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
富
山

県
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
解
い
て
み

よ
う
！
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
展
示

期
間
は
、
九
月
二
十
八
日（
月
）ま
で
で

す
。
是
非
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
富
山
藩
の
江
戸
藩
邸
に

つ
い
て
、
ど
こ
に
あ
っ
た

の
か
な
ど
詳
し
く
教
え
て

ほ
し
い
。

　

寛
永
十
二（
一
六
三
五
）

年
の
「
武
家
諸
法
度
」
の

改
定
に
よ
り
外
様
大
名
に

は
在
府
一
年
、
四
月
交
代
と
い
う
「
参
勤

交
代
制
度
」
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
諸
大

名
の
江
戸
居
住
の
た
め
藩
邸
が
整
備
さ
れ
、

藩
邸
に
は
上
・
中
・
下
屋
敷
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
富
山
藩
は
、
寛
永
十
六
年

（
一
六
三
九
）に
加
賀
藩
三
代
藩
主
前
田
利

常
が
隠
居
し
、
本
郷
藩
邸
に
居
住
す
る
際
、

次
男
利
次
に
富
山
十
万
石
、
三
男
利
治
に

大
聖
寺
七
万
石
（
後
に
十
万
石
）
の
分
封

を
幕
府
か
ら
許
さ
れ
成
立
し
ま
し
た
。
こ

の
時
、
富
山
藩
（
大
聖
寺
藩
も
）
は
、
本

藩
の
加
賀
藩
本
郷
邸
の
一
部
を
貸
与
さ
れ

上
屋
敷
と
し
、
幕
府
か
ら
直
接
上
屋
敷
を

拝
領
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
富
山
藩
の
上
屋

敷
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
移
転
す
る
こ
と

な
く
、
現
在
の
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病

院
の
敷
地
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
ま
す
。
富

山
藩
邸
の
上
・
中
・
下
屋
敷
の
概
要
と
そ

の
所
在
地
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

 

上
屋
敷　
（
幕
府
公
式
名
称
：
居
屋
敷
）

　

江
戸
城
に
最
も
近
く
、
参
勤
交
代
で
江

戸
に
来
た
藩
主
、
上
級
家
臣
、
江
戸
詰
家

臣
の
居
住
施
設
で
藩
主
が
公
務
を
行
う
公

的
空
間
と
藩
主
や
そ
の
家
族
、
家
臣
団
が

居
住
す
る
施
設
が
中
心
。
現
在
の
東
京
都

文
京
区
本
郷
及
び
同
台
東
区
池
之
端
に
及

ぶ
東
京
大
学
本
郷
構
内
地
区
（
文
京
区
本

郷
の
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
か
ら
台

東
区
池
之
端
一
丁
目
）
に
所
在
。

 

中
屋
敷

　

隠
居
し
た
藩
主
の
正
室
や
世
子
の
邸
宅
、

江
戸
在
住
家
臣
の
住
居
。
上
屋
敷
の
補
完

的
屋
敷
。
上
屋
敷
か
ら
直
線
距
離
三
百

メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
東
隣
は
不
忍
池
。

現
在
の
東
京
都
文
京
区
本
郷
及
び
同
台
東

区
池
之
端
に
及
ぶ
東
京
大
学
本
郷
構
内
地

区
（
台
東
区
池
之
端
二
丁
目
）
に
所
在
。

 

下
屋
敷　
（
別
称
：
浅
草
御
蔵
屋
敷
）

　

隠
居
し
た
藩
主
や
家
督
相
続
前
の
世
子

の
邸
宅
。
ま
た
、
休
息
用
の
別
邸
や
罹
災

時
の
避
難
用
住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

現
在
の
東
京
都
台
東
区
北
上
野
二
丁
目
に

所
在
。

　

ま
た
、
上
・
中
・
下
屋
敷
で
は
足
り
な

い
場
合
に
、
近
郊
の
田
畑
な
ど
を
買
い
取

り「
抱か

か
え

屋や
し
き敷
」と
す
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。

 

抱
屋
敷
　（
別
称
：
巣
鴨
御
屋
敷
）

　

富
山
藩
が
、
天
保
十
五
（
一
八
四
四
）

年
～
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
の
十
年
余

り
巣
鴨
村
に
所
有
。
現
在
の
東
京
都
文
京

区
大
塚
四
丁
目
・
豊
島
区
南
大
塚
二
丁
目

に
所
在
。

　

そ
の
他
、
上
屋
敷
と
隣
接
す
る
現
在
の

下
谷
茅
町
二
丁
目
に
も
、
通
用
門
と
し
て

利
用
す
る
た
め
の
街
並
抱
屋
敷
（
街
並
抱

地
）
が
あ
り
ま
し
た
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
コ
ー
ナ
ー

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
コ
ー
ナ
ー

令
和
八
年
度
上
半
期
展
示

「
戦
後
の
く
ら
し
」
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令和８年度上半期展示のポスター



北陸新幹線

あいの風とやま鉄道

利
用
案
内

利
用
案
内

七
十
九

令
和
八
年
八
月
三
日
発
行

ウェブサイト
https://www.pref.toyama.jp/
1147/kensei/kouhou/1147/

富山県公文書館Xアカウント

https://x.com/Toyama
PrefArch

Ｘ
に
て
情
報
発
信
し
て
い

ま
す

富
山
県
公
文
書
館
の
業
務
の
紹

介
や
主
催
行
事
（
企
画
展
、
歴

史
講
座
、
古
文
書
教
室
な
ど
）

に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

4 5 6 7 8 9 10 11 12月

歴史講座
※終了

古文書教室
入門コース

企画展
講演会

古文書教室
初級コース

展　示

催事

講師／十六代　小原　治五右衛門 氏・川名　俊 氏
　　　坂森　幹浩 氏・松島   吉信 氏・中葉　博文 氏

講師／宮本　幸江 氏

■公文書館催し物案内

６⁄４
６⁄11
６⁄18
６⁄25

㈭
㈭
㈭
㈭５⁄28 ㈭

７⁄20 ㈪～７⁄29 ㈬（募集）

９⁄７㈪～９⁄16 ㈬

10⁄21 ㈬
10：00～

（募集）

企画展

講　師／橘　秀雄 氏（富山県南米協会常任理事・富山県海外移住家族会理事）
テーマ／「富山県の国際交流と南米交流ー近代史と比較文化の視点からー」

「海外へのまなざし」
※企画展中は土・日・祝日も開館いたします。 10⁄1㈭～11⁄3（火・祝）

上半期常設展……テーマ「戦後のくらし」

９⁄３
９⁄10
９⁄17

㈭
㈭
㈭
10⁄８
10⁄15
10⁄22
10⁄29

㈭
㈭
㈭
㈭

企
画
展
の
お
知
ら
せ

　

令
和
八
年
度
企
画
展
は
、「
海
外
へ
の
ま

な
ざ
し
」
と
題
し
、
幕
末
か
ら
平
成
に
か
け

て
の
富
山
県
と
諸
外
国
と
の
関
わ
り
や
繋
が

り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
日
米
和
親
条
約

に
よ
り
、
日
本
は
約
二
〇
〇
年
余
り
の
鎖
国

政
策
を
や
め
開
国
し
ま
し
た
。
や
が
て
江
戸

時
代
も
終
焉
を
迎
え
明
治
時
代
と
な
り
、
日

本
は
西
洋
諸
国
を
模
倣
し
て
近
代
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
後
、
帝
国
主
義
や
軍
国

主
義
を
採
用
し
対
外
進
出
を
す
る
一
方
で
、

人
口
増
加
や
貧
困
を
背
景
に
移
民
が
奨
励
さ

れ
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
国
際
社

会
へ
の
復
帰
を
果
た
し
、
高
度
経
済
成
長
期

を
経
て
経
済
大
国
化
す
る
中
で
、
諸
外
国
と

の
関
係
を
再
構
築
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現

代
に
お
い
て
は
人
種
や
民
族
、
国
家
の
垣
根

を
越
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
交
流
が
あ
り
、
政

治
や
経
済
だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
に
お
い

て
も
常
に
諸
外
国
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
意

識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
企
画
展
で
は
、
当
館
所
蔵
の
史
料
を

中
心
と
し
て
富
山
県
立
図
書
館
や
富
山
県
南

米
協
会
の
ご
協
力
を
得
て
展
示
紹
介
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
期
間

　

十
月
一
日（
木
）～
十
一
月
三
日（
火
・
祝
）

　

※
開
催
期
間
中
は
、
土
・
日
・
祝
日
も

　
　

開
館
い
た
し
ま
す
。

−8−

（

）
富山県公文書館YouTubeアカウント

https://www.youtube.com/channel/
UCxaz4R4lrE_DVo5vnEoxzBg

Y
outube

に
て
古
文
書
教
室
入
門

コ
ー
ス
の
動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す

富
山
県
公
文
書
館
のYoutube

ア
カ
ウ
ン

ト
に
て
、
令
和
五
年
度
「
古
文
書
教
室

入
門
コ
ー
ス
」
の
内
容
を
も
と
に
制
作

し
た
十
分
程
の
動
画
（
全
七
回
）
を
配
信

し
て
い
ま
す
。
古
文
書
を
読
む
際
の
基

礎
知
識
や
頻
出
す
る
日
付
・
人
名
の
く

ず
し
方
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

対
面
講
座
と
と
も
に
、Youtube
動
画
も

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。


